
                                                            技術ふれあい２００３ 

 

 

 

                            シンコール株式会社 商品部  高木 麻弓＊ 

 

■技術開発の背景 

高齢者による住宅及び施設等での転倒による大腿骨頸部骨折は年間１０万人にのぼるとい

われている。そのため予防策が求められているが、現状では高齢者自身が装着するヒッププ

ロテクタが普及している程度である。そこで、転倒時に身体が床から受ける衝撃自体を緩和

する新たな予防策を提案し、衝撃緩和に効果的な床下地システムを開発した。 

 

■技術開発の内容 

図１に示すように、ゴム素材のサポートとパー 

ティクルボードを重ね合わせて床の下地を作るこ 

とにより、転倒時の衝撃を緩和する床下地システ 

ムを提案した。床材の衝撃緩和性を高く保ち、か 

つ平常時の床振動を極力抑えるため、ゴムサポー 

トの硬度や形状を検討し配置している。 

  

■製品の特徴 

本製品の特徴を以下に示す。 

(1)衝撃緩和性 

 床の硬さ試験(JIS A6519)により、本製品の衝 

撃緩和性が一般的な床と比較して高いことを確認 

した（表１）。 

(2) 快適性（床振動レベル） 

  快適性評価の一環として床振動レベル測定によ 

り、振動の発生は従来品（二重床）及び木造住宅 

程度であることを確認した。 

また、ゴム硬度が大きいほど振動レベルが小さ 

いことを確認した（表2）。 

  

■今後の展開 

・より現実に近い状態での衝撃緩和性を検証する 

ため、ダミーモデルを用いた転倒シミュレーショ 

ンを実施中である。 

・施設等に施工し、長期的なモニター調査を行い、 

骨折予防効果の検証を行う。 
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転倒衝撃緩和床材の開発 
 

表面仕上材

下地構造材
（ﾊﾟｰﾃｨｸﾙﾎﾞｰﾄﾞ）

特殊ゴム下地材モルタル下地

下地材下地材下地材下地材で衝撃を吸収で衝撃を吸収で衝撃を吸収で衝撃を吸収

図１図１図１図１    床下地システムの構造床下地システムの構造床下地システムの構造床下地システムの構造    

表１表１表１表１    衝撃緩和性の比較衝撃緩和性の比較衝撃緩和性の比較衝撃緩和性の比較    
計測場所 （Ｇ）

仕上材 ｺﾞﾑｻﾎﾟｰﾄ
1 カラーフロア ｻﾎﾟｰﾄ上 67.21
2 ｻﾎﾟｰﾄのない箇所 66.12
3 ｻﾎﾟｰﾄ上 66.30
4 ｻﾎﾟｰﾄのない箇所 67.76
5 ｻﾎﾟｰﾄ上 66.10
6 ｻﾎﾟｰﾄのない箇所 68.69

【参考比較値】【参考比較値】【参考比較値】【参考比較値】
仕上材 （Ｇ）

1 カラーフロア モルタル 140
2 長尺シート モルタル 140

下地構造

試験体構造

硬度40

硬度60

硬度70

 

表表表表2 2 2 2 振動レベルの比較振動レベルの比較振動レベルの比較振動レベルの比較    
振動ﾚﾍﾞﾙ（dB）

計測場所

新製品（硬度40）新製品（硬度40）新製品（硬度40）新製品（硬度40）

新製品（硬度60）新製品（硬度60）新製品（硬度60）新製品（硬度60）

新製品（硬度70）新製品（硬度70）新製品（硬度70）新製品（硬度70）

病院（下地：モルタル）

病院（下地：二重床）

住宅（下地：合板）

80 9040 50 60 70
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2Ｆ：ﾌﾛｰﾘﾝｸﾞ

1Ｆ：畳
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